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特定非営利活動法人 Pippi（ピッピ）は障がい児・者に充実した余暇 
活動を提供することを目的にしている団体。11年前に保谷公民館がお 
こなっている事業“くるみ学級”（障がい者の余暇活動事業）に参加し 
ている学級生の親から、プール活動をして欲しいと頼まれ、事業の一 
環として始めたのがプール活動の始まり。くるみ学級の生徒を数名ず 
つプールに連れていっていたが、希望者が多くなり対応ができなくなっ 
てきたこともあり、保護者の協力のもとグループとして立ち上げた。 
 Pippiはプール活動（水泳運動）の他にもコース活動（ボウリング）、 
クローバー（室内運動）、地域連携活動（公園清掃）、はなよりだんご 
（お料理・手芸）などさまざまな余暇活動を毎週おこなっているほか、 
現在は共同生活の場（グループホーム）の運営もしている。 
       週 2回おこなわれているコース活動のボウリングに参加しているメンバーは、全国大会へ東京都代

表として出場できるよう練習をしている。先日、代表選考を兼ねた東京都大会に出場し、現在は代表 
選考の結果待ち。プール活動のメンバーも大会に向け練習をしている。 

       ほとんどの活動に関わっているのが Pippi代表の中條さん。グループホームでの食事作りの他、ほ 
ぼ毎日何かしらの活動をしていて大変ではないのかと聞いたところ「いろいろな活動を続けるのは正

直大変。しかし、メンバーは素直で決して自分たちを裏切らない。毎日が楽しいし、毎日が大変。」と楽しそうに答

えてくれた。さらに「メンバーには、誰かが何かをやってくれるのを待つのではなく、自分たちで変えていかなく

てはいけない。いろいろ出来ないと文句を言う前に自分たちで動く、自分たちで声を上げていかないと世の中は変

わらないと話している」という言葉を聞いて、中條さんの中に障がい者、健常者という区別はないのだと感じた。

区別がないからメンバーから信頼され、頼りにされるのかもしれない。 
Pippi では、今までやってきた活動を一緒にやり、いつかは引き継いでもらう後継者をどう作っていくか、活動
にどう広がりを持たせるかということが課題になっている。取材にいった日に熱心にボウリングの指導をしていた

田中さんは、中條さんとスポーツジムで知り合ったことがきっかけで Pippi に参加。現在は仕事と Pippi の活動で
ほとんど休みもない。中條さんと出会うまでは障がい者との付き合いは全くなかった田中さんが継続して活動に参

加している理由を聞いたところ「メンバーはとても素直で、年齢による上下関係もなく、一緒にいるのが楽しいか

ら続けている」と田中さん。潮干狩りをしたことがなかった田中さんは Pippi のメンバーと今年初めて体験した。
活動を通して田中さんもメンバーと一緒に成長し、楽しい活動を通してメンバーはお互いを思いやる気持ちなど人

間関係も学ぶ。団塊の世代の田中さんからは「定年後とかいずれは地域で何か活動をしたいと思っている人は、そ

の時期が来る前から少しずつ地域活動に参加することで自分のやりたいことがわかってくるはず」と地域活動をし

てみたい人へのメッセージをもらった。 
昨年、助成団体から「ピッピ号(車)」が寄贈され、活動の 
幅も広がった。夏休みには静岡県朝霧で野外活動も予定して 
いる。 

特定非営利活動法人 

Pippi（障がい児者活動支援） 

 

5ゲームを投げてもこの笑顔、みんな仲良し
です！！久米川ボウル（東村山市）で毎週月

曜日と火曜日に練習しています。 

 

 




